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研究計画内容 【研究背景】  

FDI の流入が国内経済に与える影響については、国内企業の投資を誘発する効果と外資企業が

国内市場への参入により現地の国内企業の投資機会が減少する効果の二つが考えられる。 

そこで本研究は、インドネシアの「州」レベルに着目し、FDI の流入が国内投資を促進するの

か阻害するのかについて実証的に明らかにすることを目的とする。 

 

【研究内容】  

本研究は BPS（インドネシア中央統計局）から取得したパネルデータを用い、固定効果モデル

で FDIが州別国内投資（PMDN）に与える影響を分析する。 

  

【期待される効果】  

州レベルでの分析を通じて、FDIの増加が国内投資に対し「クラウディング・イン効果」と「ク

ラウディング・アウト効果」のどちらをもたらすのかを特定できる。また、地域固有の経済構

造、産業集積、制度の違いが、FDIの効果にどのように影響を及ぼすかを明らかにできる。 
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